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学位論文題目 脳の形成と機能を司る分泌蛋白質リーリンの機能制御機構とその生理的意義の解明 
論文審査委員 
（主査）教授 青山 峰芳 
（副査）教授 服部 光治・准教授 田中 正彦・ 教授 齊藤 貴志（医学研究科） 
論文内容の要旨 
分泌タンパク質リーリンは特異的な切断により不活化される。この切断を担う酵素は長らく不明であったが、分泌型





ADAMTS-3 が寄与することも見出した。リーリンが OPCs の発達を制御することは知られておらず、これまで不明であ
った OPCs の配置制御機構についての新規モデルの提唱につながった。以上の結果は、脳におけるリーリン機能制御
機構とリーリン切断の生理的意義の解明に貢献し、リーリン機能低下が関与する神経疾患の理解に繋がることが期待
される。 
論文審査の結果の要旨 
脳の形成と機能発現を理解する上で重要であり、価値ある業績であると認める。よって本研究者は博士（薬科学）の
学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
